
平成 20年度第 59 回通常総会報告

本協会の平成 20 年度第 59 回通常総会は平成 20 年 5 月

27 日（火）10 時 30 分から東京虎ノ門パストラルにおいて

関係者 250 名の出席のもと開催された。

最初に平成 19 年度事業報告，同決算報告（いずれも支

部，施工技術総合研究所を含む）が上程され承認され，定

款の一部改正についても上程され承認された。ついで任期

満了に伴う役員の改選に移り理事 47 名，監事 3 名が選出

された。

別室において理事会が開催され，その後の総会において

理事会の決定事項について報告が行われた。報告内容は，

会長に辻　靖三氏が，副会長に建山和由氏，小谷重遠氏，

山本卓朗氏，専務理事に松隈宣明氏が選任され，常務理事

28 名が選任された。また，小野和日児前会長が名誉会長

に推薦され，議決した。このほか顧問，団体参与の委嘱が

行われた。

つづいて，平成 20 年度事業計画，同予算（いずれも支

部，施工技術総合研究所を含む）に関する件を上程，満場

一致でこれを承認可決し，12 時 15 分盛会裡に終了した。

平成 19年度事業報告書

平成 19 年度事業計画においては，図に示すとおり，最

近の社会的な背景を踏まえた 4つの重点項目を柱に，個別

の業務を推進した。

総会，理事会，運営幹事会，その他

平成 19 年 5 月 18 日（金）に，虎ノ門パストラルにおい

て開催し，次の議案について審議した。

（1）平成 18 年度事業報告・決算報告承認の件

（2）平成 19 年度事業計画・同収支予算に関する件

（3）平成 19 年度補欠理事，監事選任に関する件

（4）各支部の平成 18 年度事業報告・同決算報告承認の件

及び平成 19 年度事業計画・同収支予算に関する件

1）平成 19 年 5 月 9 日（水）に開催し，前記通常総会に提

出する議案を審議し，原案どおり決定した。

2．理事会

1．第 58 回通常総会

2）通常総会本会議の合間に理事会を開催し，「常務理事の

選任の件」が上程され，互選の結果，井手義博，小野

武彦，大林芳久，沓名俊久，佐藤博樹及び鈴木基行の

各氏を選任し，承認した。

なお，辞任した関根成已氏の後任として，南部憲一

氏が監事を引き継ぐことが報告された。

3）平成 19 年 10 月 26 日（金）に開催し，「平成 19 年度上

半期事業報告及び経理概況報告」，「調査研究積立預金

設定要領の改正」，「調査研究積立預金の平成 19 年度取

り崩し」，「団体会員の入会申込」，「従たる事務所（九

州支部）の移転」及び「平成 20 年度収支予算の暫定予

算」について審議し，承認した。

1）平成 19 年 4 月 20 日（金）に開催し，理事会，総会に

提出する議案の原案などについて審議し，事業計画等

の原案を決定した。

2）平成 19 年 10 月 17 日（水）に開催し，「平成 20 年度経

済産業政策の重点施策（経済産業省）」及び「平成 20

年度国土交通政策の重点施策（国土交通省）」等につい

3．運営幹事会
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て，それぞれ経済産業省及び国土交通省の担当官から

説明を受けるとともに，理事会に提出する議案を審議

し，決定した。

監事により，平成 19 年 5 月 8 日（火）に平成 18 年度決

算書類について，会計監査が行われた。

平成 19 年 7 月 19 日（木）に本部・支部事務局長会議を

開催し，平成 19 年度建設機械施工技術検定試験の実施，

及び橋梁・大口径・機械損料講習会の実施結果報告，並び

に地方整備局等との連携強化による支部活動の活性化，受

託業務，支部の経営改善や重要施策の取組みについて協議

を行った。

以下に掲げる事業のほか関係機関の各種事業に協賛し

た。

1）「水の週間」 主催：水の週間実行委員会　　　　　

2）「国土交通行政推進事業」 主催：建設広報協議会　　　

3）防災推進協議会が主催する事業

平成 20 年 1 月 8 日（火）16 時より機械振興会館におい

7．その他

6．関係機関への協力

5．本部・支部事務局長会議

4．会計監査

て新年賀詞交歓会を開催した。（参加者約 300 名）

平成 19年度の主な事業（各種委員会等）

1）建設事業に関わる発注者支援業務の構築

土木機械設備関係の総合評価方式入札契約等におけ

る発注者への支援業務を行うため，関係機関と協議を行

うとともに，技術者認定のための規則等の検討を行った。

2）公益法人改革への取組み

公益法人制度改革に関する情報収集を実施するとと

もに，新たな公益法人制度の全面的な施行に向けて，協

会の今後の在り方について検討及び準備作業を行った。

3）研究助成制度の創設

①「アクティブ赤外線法による構造物の遠隔剥離検知技術

の実用化に関する研究」

高知工業高等専門学校 電気工学科 教授 栗田耕一 氏

②「道路建設における環境に優しい硬質岩盤剥離掘削技術

の開発

呉工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授 重松尚久

氏

4）災害応急対策業務の強化

会長賞「緊急地震速報の活用による建設現場の安全性向上」

（鹿島建設㈱）

貢献賞「無人情報化施工システムの開発」

（㈱熊谷組，新キャタピラー三菱㈱，㈱ニコン・トリン

ブル，共栄機械工事㈱）

奨励賞「既存施設直下の地盤改良，土壌浄化，および空洞

充填技術の開発」

（大成建設㈱，㈱キャプティ，三信建設工業㈱，強化土

エンジニアリング㈱，成和リニューアルワークス㈱）

奨励賞「双腕作業機ASTACOの開発」（日立建機㈱）

1）平成 19 年度 1級・ 2級建設機械施工技術検定学科試験

を平成 19 年 6 月 17 日（日）に全国 10 都市 10 会場で

一斉に実施した。

［1級］受験者数　2,331 名　合格者数　803 名　34.4 ％

［2級］

3．建設機械施工技術検定試験（総括試験委員会）

2．会長賞（会長賞選考委員会）

1．新規事業等への取組み
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区　分 受験者数（名） 合格者数（名） 合格率（％）

第 1種 0,846 0,362 42.8
第 2 種 3,556 2,316 69.0
第 3 種 0,154 0,082 53.2
第 4 種 0,377 0,190 50.4
第 5 種 0,097 0,035 36.1
第 6 種 0,049 0,026 53.1

合　計 4,879 3,011 61.7



2）技術検定実地試験については，1 ・ 2 級とも　全国 13

会場（10 都市周辺）で平成 19 年 8 月下旬から 9 月中

旬にかけて実施した。

［1級］受験者数 887 名，合格者数 779 名，合格率 87.8 ％

当初受験者（2 , 3 3 1 名）に対する最終合格率

33.4 ％

［2級］

当初受験者に対する最終合格率（技術研修修了者を除く。）

3）総括試験委員会を 3回開催し，平成 19 年度技術検定試

験結果及び平成 20 年度技術検定試験の実施計画につい

て審議した。また，平成 20 年度試験問題の審査を行い，

試験問題及び採点基準を決定した。

4）試験委員会を開催し，平成 20 年度学科試験問題の原案

作成，検討及び監修並びに平成 19 年度学科試験問題解

答の採点及び実地試験の採点を行った。

1）毎月，編集委員会を開催し，特集のテーマに基づき，

機関誌「建設の施工企画」を構成・編集し，平成 19 年

4 月号～平成 20 年 3 月号を発行した。

（機関誌編集委員会）

2）次の図書を出版した。

・「建設機械等損料表」（平成 19 年度版）

・「橋梁架設工事の積算」（平成 19 年度版）

（「橋梁補修補強工事 積算の手引き」をセット）

・「除雪機械技術ハンドブック」（平成 19 年度版）

1） 建設機械と施工技術展示会の開催準備

次回の「建設機械と施工技術展示会」（通称 CONET）

の企画検討を行った。

2） 国際展示会への参加

①BAUMA2007（ドイツ国ミュンヘン）

開催期間： 2007 年 4 月 23 日～ 29 日

5．建設機械と施工技術展示会（CONET 実行委員会）

4．機関誌の発行（機関誌編集委員会）・図書出版等

②CONEX KOREA2007（韓国ソウル）

開催期間： 2007 年 9 月 6 日～ 10 日

③ BICES（中国北京）

開催期間： 2007 年 10 月 16 日～ 19 日

④ EXCON INDIA（インド国バンガロール）

開催期間： 2007 年 11 月 28 日～ 12 月 2 日

⑤ SAMOTER（イタリア国ベローナ）

開催期間： 2008 年 3 月 5 日～ 9日

⑥ CONEXPO（米国ラスベガス）

開催期間： 2008 年 3 月 11 日～ 15 日

期　　日：平成 20 年 1 月 31 日（木）・ 2月 1日（金）

場　　所：北海道千歳市（千歳市立千歳中学校グラウ

ンド）

出　　展： 23 社・ 1機関

来場者数：4,500 人（1 月 31 日（木）2,400 人，2 月 1

日（金）2,100 人）

1）外国人の「建設機械施工」の分野での研修に対し，そ

の研修成果を評価するための試験を計 51 回，167 名を

対象に実施した。 （建設機械施工研修評価委員会）

2）研修生向けの初級用教本の改訂版の作成（前年度より

継続）と，試験実施規定の見直しを行った。（建設機械

施工研修試験委員会）（建設機械施工研修評価委員会）

1）第 58 回海外建設機械化視察団の派遣

ドイツ国ミュンヘンで開催された「国際建設機械見本市

“BAUMA2007”」に視察団（26 名）を派遣した。（平成

19 年 4 月 22 日（日）～ 29 日（日））

2）平成 20 年度税制改正に関する要望

平成 20 年度税制に関する国の施策に対して，当協会及

び関係 9団体共同で自由民主党税制調査会に対し，中小企

業投資促進税制（法人税）の拡充，環境関連税制（軽油引

取税）の免税適用範囲の拡大等に関する要望を行った。

（平成 19 年 9 月 26 日（水））

専門部会（技術会議）

（1）コンクリートポンプ車総合改善委員会

①昨年度取りまとめた中間報告書（案）（第二分科会）の

委員会討議による課題部の訂正を実施した。

②第一分科会を開催し，ブーム付きコンクリートポンプ車

1．安全技術会議

8．その他

7．国際協力

6．除雪機械展示・実演会の開催
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区　分 受験者数（名） 合格者数（名） 合格率（％）

第 1種 0,439 0,322 073.3
第 2 種 2,547 2,282 089.6
第 3 種 0,088 0,072 081.8
第 4 種 0,208 0,165 079.3
第 5 種 0,041 0,039 095.1
第 6 種 0,027 0,027 100.0

合　計 3,350 2,907 086.8

区　分 受験者数（名） 合格者数（名） 合格率（％）

第 1種 0,846 0,322 38.1
第 2 種 3,356 2,282 68.0
第 3 種 0,154 0,072 46.8
第 4 種 0,377 0,165 43.8
第 5 種 0,097 0,039 40.2
第 6 種 0,049 0,027 55.1

合　計 4,879 2,907 59.6



の使用実態調査，使用上の留意事項等に関する検討を開

始した。

受　託　業　務

官公庁等からの受託業務として「災害対策用機械講習会

運営業務」，「平成 19 年度土木工事標準積算基準における

建設機械経費動態に関する調査解析業務」，「情報化施工に

よる監督検査業務の効率化・品質確保のための調査検討業

務」他の計 54 件の業務を実施した。

部　　　　会

1）各委員会のホームページの開設及び充実に協力した。

2）官公庁，関係団体等の連絡情報を「業務連絡」欄にタ

イムリーに掲載した。

3）「日本建設機械要覧 2007」の刊行に伴い，要覧クラブ

会員へ「日本建設機械要覧 2004」の閲覧サービスを追

加した。

4）「平成 19 年度建設施工と建設機械シンポジウム」（平成

19 年 10 月 18 日（木）・ 19 日（金）於：機械振興会館）

優秀論文賞

（1）「人道支援のための対人地雷除去機の開発」

柳樂篤司，中上博司（㈱小松製作所）

（2）「ボランティアでも容易に操作可能な排泥装置の考

案」

本間政幸，以倉直隆，高井謙一（国土交通省北陸地

方整備局北陸技術事務所）

（3）「塵埃の可搬式分別装置の開発」

村上大幹，保坂賢二（国土交通省関東地方整備局関

東技術事務所）

優秀ポスター賞

（1）「動的ロードセルの寸法が測定荷重値に与える影響」

及び「衝撃加速度に与える接触面積の影響」（2 テ

ーマ）

木村修一，近藤博司（東海大学）

（2）「水中ウォータージェットにより生じるキャビテー

ションを用いた汚染物質の分解に関する基礎的研

究」

木崎彰久，松木浩二，井上千弘（東北大学），古田

哲朗（ジャパンエナジー石油開発㈱）

（3）「路面反射音による排水性機能評価手法の開発」

小林弘朗，本間政幸（国土交通省北陸地方整備局北

陸技術事務所）

1．広報部会

1．政策等対応

5）「機械施工研修会（第 117 回）」を平成 19 年 5 月 24 日

（木）に開催した（来場者約 40 名）。

1）各委員会の施工技術に係わる諸課題の調査等に関す

る活動について，方針の確認，検討を実施した。

2）発注者及び受注者双方がメリットを享受できるよう

なニーズ・シーズを調査し，その結果をもとに調査

様式を作成中。また，規格検討WG を設置し，デー

タ交換標準に関する JCMAS 案の検討を行った。建

設 IC カードに関する取組みについては，次年度別途

WGを設けることとした。

3）大深度地下空間開発の対象施設，地域のケーススタ

ディを終了し，報告書を執筆中。

4）自走式土質改良機について技術資料を整理し，成果

物として編集中。

5）道路除雪技術の向上及び安全施工に関する講習会を

平成 19 年 11 月 28 日（水）に開催した。（参加者 49 名）

6）本部及び支部で開催した「橋梁架設・大口径岩盤削

孔の施工技術と積算及び建設機械等損料」講習会に

講師協力を行った。（講習会：本部（平成 19 年 6 月

15 日（金））他 6支部で実施。参加者計： 392 名）

1）C規格原案作成計画に基づき，4件の作成を推進した。

（各技術委員会）

2）各技術委員会の活動内容を協会のホームページに公

開するため準備作業を行った。（ホームページ開設済

み 12 委員会。なお，本年度は当初予定した 5 委員会

のうち，上半期に 1委員会，下半期に 3委員会の計 4

委員会を開設した。）

3）JCMAS ・ JIS 原案作成・見直し及び ISO/TC の活動

支援を行った。（各技術委員会）

4）建設機械用ディーゼルエンジンの排気ガス規制に関

して，次期第 4 次規制に向けた環境省ヒアリングに

対応するとともに，環境省案に対するパブリックコ

メントの提出をした。バイオディーゼル燃料の適用，

法改正に関し油脂技術委員会と共同で調査と課題を

取りまとめ，行政への意見具申を行った。更に自動

車でテストを実施した（独）産業技術総合研究所を訪問

し，建機固有の問題点等の議論を実施し，BDF の問

題点をまとめた。（原動機技術委員会）。

5）地球温暖化防止対策のため，ショベル・トラクタを

対象に燃費効率の評価・改善推進方策の検討を製造

業部会と共同で行った。なお，国土交通省と検討を

進めてきた CO2 排出低減建設機械に対する融資制度

3．機械部会

2．施工部会
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が，平成 19 年 11 月 2 日（金）から施行された。（運

営連絡会，トラクタ技術委員会，ショベル技術委員

会）

6）アスファルトプラントにおける燃料消費削減対策の

検討を実施した。

7）舗装機械（アスファルトフイニッシャ－）草創期か

らの歩み，変遷の資料をまとめ，平成 19 年 12 月の

アスファルトフィニッシャー変遷委員会にて成果発

表した。（路盤・舗装機械技術委員会）

8）「基礎工事用機械技術変遷調査」を雑誌「基礎工」

平成 20 年 3 月号に掲載した。（基礎工事用機械技術

委員会）

9）建築生産機械の現状及び新工法，新技術を調査・研

究した。（建築生産機械技術委員会）

10）「除雪機械技術ハンドブック」を完成させ，発刊した。

「除雪機械の取扱・施工安全マニュアル」について，

平成 20 年度目標として作業を実施している。除雪機

械の C 規格原案作成のための資料収集，検討を開始

した。（除雪機械技術委員会）

11）シールドトンネル機械及び山岳トンネル機械の事故事

例を調査し，操作の安全対策を研究した。トンネル機

械・シールド機械ともに，事故例・ヒヤリハット事例

の調査研究成果を当協会機関誌「建設施工の企画」の

平成 20 年 7 月号に掲載予定。（トンネル機械技術委員

会）

12）山岳トンネルにおける粉塵対策の総まとめとして，成

果品（本・ CD）を完成させた。（トンネル機械技術

委員会）

13）建設機械用油脂の普及を図るため，オンファイルシス

テム（認証と供給システム）を平成 19 年 6 月に公開

したが，市場流通開始時期を平成 20 年度早々に延期

した。（油脂技術委員会）

日本グリース協会からオンファイル化に難色が示さ

れたため，方針を変更し，グリース分科会として普及

活動継続。（油脂技術委員会 グリース規格普及分科会）

14）バイオディーゼル燃料の法制化に対する検討，提案を

実施した。BDF の動向について，平成 19 年 10 月の

「平成 19 年度建設施工と建設機械シンポジウム」で発

表するとともに，平成 20 年 2 月に九州支部でプレゼ

ンテーションを実施した。また雑誌「建設機械」2008

年 5 月号に投稿した。（油脂技術委員会，燃料エンジ

ン油分科会）

15）以下の見学会，講演会及び報告会を実施した。

①山岳トンネル（大阪ガス㈱：三重～滋賀ライン）工

事現場見学（トンネル機械技術委員会）

②日工㈱本社で「アスフアルトプラントにおける燃料

消費削減対策について」技術検討会実施（路盤・舗

装技術委員会）

③新キヤタピラー三菱㈱明石事業所見学（路盤・舗装

技術委員会）

④基礎工事用機械メーカー（日本車両製造㈱及び日立

住友重機械建機クレーン㈱）工場見学（基礎工事用

機械技術委員会）

（1）国際標準化活動

1）ISO幹事国及びコンビーナとしての活動

ISO/TC 127/SC 3（運転及び整備）及び ISO/TC

195/SC 1（コンクリート機械）に関して国際幹事国業

務を実施し，TC 127/SC 3 及び TC 195/SC 1 における

円滑な規格審議・作成を行った。また，TC 127/SC

3/WG 5 （施工現場情報交換），TC 127/SC 3/WG 4

（つり上げ及び固縛），TC 127/SC 2/WG 5（ショベル

転倒時保護構造ROPS）及びTC 195/WG 8（骨材処理

用機械及び装置）については，コンビーナ（WG主査）

及び幹事を務め，FDIS 15143 シリーズ，FDIS 15818，

FDIS 12117-2 案文を ISO 中央事務局に提出するなど規

格作成を推進した。

2）ISO 規格案審議活動，特に日本発信の ISO 国際規格開

発

当協会が審議団体（P メンバー）となっている

ISO/TC 127，TC 195，TC 214 に関連し，日本工業標

準調査会（JISC）の承諾のもと，対応する各委員会に

おいて国際規格についての開発，審議，検討を行い，

特に，FDIS 16714 （リサイクル性），DIS 8811（締め

固め機械－用語及び仕様項目）など日本提案の ISO 規

格の案文作成を積極的に推進した。その他，各 ISO 規

格案に対する意見提出，WG 会議への参加など，積極

的に活動した。

3）経済産業省施策の一環である「コンクリート機械等分

野の国際規格共同開発調査研究」事業により，コンク

リート機械及びコンクリート塊再生処理用破砕機の国

際規格化を推進した。

4）次の各国際会議に出席し，日本としての意見具申を行

った。

特に TC 195/SC 1 並びに WG 8 及び TC 127/SC

2/WG 5 に関しては幹事国またはコンビーナとして会議

を運営し，とりわけ日本担当の国際規格の進展を図り，

また，TC 127/SC 3/WG 2 については幹事国として関

与し，ISO 15998 の審議難航の事態打開を図った。

① TC 195 総会及び SC 1, WG 5, 7, 8 国際会議： 2007

年 5 月 9 日～ 11 日（韓国済州島）
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② TC 127/SC 2/WG 11 （ISO 2867 アクセス改正）

WG国際会議： 2007 年 6 月 27 日～ 29 日（英国マン

チェスター及び同近郊）

③ TC 127/SC 3/WG 2 （ISO 15998 MCS）WG国際会

議： 2007 年 7 月 3 日・ 4 日（ドイツ国ボン市近郊ザ

ンクトアウグスティン）

④ TC 127/SC 2/WG 5 （JWG TC 23/SC 15 ショベル

ROPS）WG 国際会議： 2007 年 9 月 24 日・ 25 日

（ニュージーランド国オークランド市）

⑤ TC 127/CAG （議長諮問グループ）国際会議： 2007

年 10 月 15 日（スイス国ジュネーブ市 ISO 中央事務

局）

⑥ TC 127/SC 2/WG 10 （ISO 3450 車輪式機械のブレ

ーキ系改正）WG国際会議： 2007 年 1 月 10 日・ 11

日（米国オーランド市）

⑦ TC 127/SC 2/WG 11 （ISO 2867 アクセス改正）

WG国際会議： 2008 年 3 月 10 日・ 11 日（米国サン

フランシスコ市）

⑧ TC 127/WG 8 （持続可能性）及び TC 127/WG 9

（エネルギー消費試験方法）WG 会議： 2008 年 3 月

26 日～ 28 日（スイス国ジュネーブ市 ISO中央事務局）

（2）国内標準化活動

1）包括的安全基準に適合するC規格の作成

次の 4 件に関して JIS 新規原案作成審議を行い，経

済産業省及び厚生労働省に提出した。

- JIS A 8340-7 土工機械－安全－第 7 部：グレーダの

要求事項

- JIS A 8509-2 基礎工事機械－安全－第 2 部：掘削機

の要求事項

- JIS A cccc 路面清掃機械の安全要求事項

- JIS A xxxx トラックミキサの安全要求事項

2）JIS 自主原案作成活動

平成 18 年度 JIS 原案作成

当初予定の JIS A 8704 アスファルトプラントの仕様

書様式及び性能試験方法の改正について，国際規格 ISO

15642 との整合部分を第 1 部，従来 JIS の継承部分を第

2 部とし，他の案件と併せ下記を作成，平成 19 年 6 月

末に（財）日本規格協会に提出した。これらの案件は，順

次，同協会と共同で経済産業大臣に申し出となる。

- JIS A 8920 土工機械－落下物保護構造－台上試験及

び性能要求事項（改正）

- JIS A pppp 土工機械－表示機器

- JIS A xyza 土工機械－運用及び保全－保全性の指針

- JIS A rrrr 土工機械－非金属製燃料タンクの性能要求

事項

- JIS A 8704-1 道路工事機械－アスファルトプラント－

第 1部：用語及び仕様項目

- JIS A 8704-2 道路工事機械－アスファルトプラント－

第 2部：仕様書様式及び性能試験方法

- JIS A 8704-2 道路工事機械－アスファルトプラント－

第 2 部：仕様書様式及び性能試験方法（新規第 1

部及び第 2部発行により，現行 JIS A 8704 を廃止

置き換え）

3）JCMAS見直し

社団法人日本建設機械化協会規格（JCMAS）のうち，

制定年月日から起算して 5 年以上経過したものに関し

て，協会規程に基づき，機械部会などの担当委員会に見

直しを依頼した。

（1）製造業部会

1）小幹事会・幹事会及び部会を適宜開催して，製造業部

会の事業を推進するとともに，他部会の事業のうち製

造業に関わる事業の推進に協力した。

排ガス，地球温暖化防止，安全確保，規制緩和などを

その対象としていたが，特に

1）-1 低燃費建設機械指定制度導入に関しては，

①国土交通省建設施工企画課と継続審議中。

②指定制度における技術基準策定のための実機データ

計測を各メーカー分担で開始，実施中。

1）-2 次期排ガス規制に関し，

①環境省中央環境審議会答申案に対するパブリックコ

メントの意見集約を実施した。

②今後も猶予措置（継続生産，少数特例等）や適正燃

料の法制化について業界内意見のとりまとめ及び官

側への提言を継続。

1）-3 ダム・砕石用建機アクセスに関して

①胆沢ダムにて，（財）ダム協会と打合せを実施し，業

界の意見を提案した。

②①を踏まえてWG活動継続実施中。平成 20 年 3 月

末にガイドラインを策定した。

③ISO においてアクセスに関する基準改正が検討さ

れており，今後整合性を図っていく上で動向を注視

していく。

2）国土交通省をはじめとする関係諸機関との連携・情報

共有化を図り，行政に対する製造業としての意見を反

映するとともに，決定された政策の徹底を図るよう努

めた。

2）-1 マテリアルハンドリングについて

①今後のマグネット以外のマテリアルハンドリング製

品について，区分，定義等について情報整理中。

②また上記により海外との整合性を図っていく活動を
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続ける。

2）-2 クレーン道路走行について

①現行通行許可制度の維持・継続を官側へ要求継続

中。

②特に欧州からの輸入車の取扱について官側と継続審

議が必要。

3）平成 19 年 12 月には国土交通省建設施工企画課及び当

協会施工総合技術研究所より専門家を招き，業種別部

会との合同会議を実施。

災害復旧事例と今後の取組みについて（国土交通省），

建設機械の安全対策について（施工技術総合研究所），

機械の包括的安全基準の改正内容について（製造業部

会），重機の手すり・アクセス等安全対策について（製

造業部会），安全に関するテーマ報告（建設業部会）な

どの報告・説明があり，内容について議論した。

（2）建設業部会

1）小幹事会・幹事会及び分科会等を適宜開催し，建設業

部会の事業を推進した。以下に報告する具体的活動以

外に，平成 19 年度では，部会活動を部会所属の全会員

会社へ拡大するとともに，建設業部会のホームページ

をリニューアルした。

2）生産性向上と品質確保をねらいとした「人づくり」「場

づくり」について

①平成 19 年 6 月 29 日（金），建設業部会幹事会におい

て，経済産業省産業機械課課長補佐 石川勝一郎 氏の

出席を得て，「日本経済の現状と先行き」の講演及び

意見交換を行った。

②平成 19 年 7 月 20 日（金），大成建設・鹿島建設・戸

田建設 JV「首都高速道路㈱川崎縦貫線トンネル工事」

（MMST工法）の見学会を開催した。

③平成 19 年 9 月 6 日（木）・ 7 日（金），第 11 回機電

技術者意見交換会を実施し，報告書を作成し配布した。

特に本年度は部会活動の全会員会社への拡大に伴い，

参加会社の特色を活かし，初参加会員にとっても意義

のある会とした。

3）国土交通分野イノベーションの取組への参画と情報収

集・意見交換について

①建設生産システムについて，国土交通省建設施工企画

課と建設業部会相互の意見交換会を計 4 回開催し，過

去・現在・将来についての有意義な意見交換を実施した。

②平成 19 年 9 月 7 日（金）に「トータルステーション

を用いた道路土工の出来形管理手法」について，国土

交通省国土技術政策総合研究所研究官 田中洋一 氏，

同実演を当協会施工技術総合研究所主任研究員 藤島

崇 氏を講師として招いた。

4）建設機械事故防止活動について

①コンクリートポンプ車総合改善委員会第二分科会に参

画し，中間報告書（修正版）を作成した。

②建設機械事故防止推進分科会を開催し，具体的進め方

を協議した。

③製造業，レンタル業及び商社の各業種別部会と機械部

会との合同会議で，建設業部会より「安全情報共有デ

ータベースシステム」の構築について報告した。

5）環境配慮型機械技術の部会員への啓発活動について

①平成 20 年 3 月 19 日（水）に，「最近の省エネルギー

建設機械の動向」に関する講演会を開催した。

6）協会事務局より依頼のあった各種アンケート調査に協

力した。

（3）商社部会

1）部会員の連携強化と相互理解を図るため，商社部会の

ホームページの立上げの準備をした。

2）部会員の抱える問題点を把握し，その解決に向けて活

動するため，分科会設置の検討を行った。

3）平成 20 年 3 月 4 日（火），国土交通省建設施工企画課

課長補佐 新田恭士 氏による「新潟県中越地震における

災害復旧事例とその取組について」の講演会を開催し

た。（聴講者は 51 名）

（4）レンタル業部会

1）平成 19 年 12 月 4 日（火）他業種別部会との意見交換

について意見交換した。

2）平成 19 年 10 月 24 日（水）と同 12 月 18 日（火）に，

国土交通省との意見交換会を実施した。

テーマ：「緊急災害対策における建設機械等の調達

について」

講師：国土交通省建設施工企画課課長補佐　新田恭

士 氏

3）平成 19 年 9 月 7 日（金），日立建機㈱土浦工場を見学

し，建設機械の排ガス規制（オフロード法）について

勉強会を実施した。

4）各部会員が損料関係の会合に参加した。

5）コンプライアンス分科会を設置し，部会員共通の問題，

課題について協議した。各支部との情報ネットワーク

作りについては未達成。

（5）専門工事業部会

1）各部会・委員会との情報交換を行い，各種事業活動に

協力した。

2）専門工事業者にとって有益な事業活動を行う。

①6日本機械土工協会との連携により受験者の増員並

びに資格取得者の増員ができた。

②損料部会機種別機械損料検討作業部会に参画した。

③事業税・機械取得税・軽油引取税等，税制面での優遇

措置を提案に関して，資料作成の準備を進めた。
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調査，試験，研究，開発業務

建設機械の性能向上および新機種の開発などに関する試

験研究並びに建設機械の安全性や居住性，信頼性や耐久性

などの調査試験研究を下記のとおり実施した。

特に新機種の開発においては，現場ニーズに応える実用

的な開発と基礎技術に関する実験研究を踏まえた開発を重

点的に実施した。

1）新機種の開発

低騒音舗装の機能維持及び道路・河川の各種維持点検

作業等に関連した 10 件の業務を実施した。

2）安全性

除雪機械の安全性・作業性検討評価に関する 1件の業

務を実施した。

3）環境対策及び防災

建設機械の排ガス対策調査検討及び建設機械等災害対

応検討等に関する 3件の業務を実施した。

道路，トンネル，橋梁，ダム，河川，海岸など建設工事

全般にわたる機械化施工法の調査試験研究をはじめ，大規

模工事，特殊工事における使用機械の選定や積算，これに

ともなう施工方式などの諸問題について，下記のとおり調

査試験研究を実施した。

1）新技術の活用

情報化施工に関する検討及び新しい技術に関する調査

等 8件の業務を実施した。

2）積算及び発注支援

積算契約方式等の発注者支援に係わる 8件の業務を実

施した。

3）トンネル

現場における諸問題に対する技術支援を中心に 17 件

の業務を実施した。

4）橋梁

橋梁の施工検討等 5件の業務を実施した。

5）ダム

ダム工事への IT技術導入等 3件の業務を実施した。

6）環境及びリサイクル

建設工事による振動・騒音及び粉じんに関する調査業

務 3件を実施した。

2．機械化施工に関する調査・試験・研究

1．建設機械に関する調査・研究・開発

7）防災・復旧対策

急傾斜地防災対策に関する工法検討業務 1件を実施し

た。

当研究所所有の大型疲労試験機及び屋外輪荷重疲労試験

機，ならびに中日本高速道路㈱所有の構造物疲労試験機・

移動載荷疲労試験機を用いて，鋼構造物及びコンクリート

構造物の疲労試験を実施し，構造物の疲労特性等の検討を

行った。

1）鋼床版等の疲労試験　　　　　　8件

2）橋梁等の構造物強度試験　　　　3件

3）検査技術に関する調査，研究　　1件

建設機械の性能向上を図り，ユーザーへの正確な情報を

伝達するために，メーカーの依頼により性能試験を実施し

た。また，建設機械の環境対策および安全性等に関する評

価に資するために，建設機械に関する評定・認定等を実施

した。

1）ROPS および FOPS の性能試験

ROPS 5 件，FOPS 3 件

2）除雪機械の性能試験

除雪ドーザ　3件，ロータリ除雪車　7件，ロータリ

除雪装置　1件，除雪グレーダ　5件，凍結防止剤散布

車　1件

3）特定原動機の排出ガス検査　　　　　　4件

4）排出ガス対策型原動機の評定　　　 13 件

5）排出ガス対策型黒煙浄化装置の評定　　2件

6）建設機械燃料消費量の評定　　　　 13 件

7）低騒音型建設機械の計量証明　　　　126 件

8）標準操作方式建設機械の認定　　 77 件

9）ウォータージェットによるはつり処理性能試験　3件，

証明書更新　17 件

民間が自主的に開発した建設機械化技術について，学識

経験者等により組織する審査委員会を設けて実施し，開発

目的が達成されたと認められる下記技術 1件について審査

証明書を発行した。

1）イーキューブシステム（泥土の再資源化技術）

5．建設機械化技術の技術審査証明

4．建設機械の性能試験及び評定等

3．疲労試験及び構造物強度試験

施工技術総合研究所



建設機械，機械化施工法等に関する技術的諸問題につい

て，12 件の技術指導を行った。

土木建築工事に必要な各種材料等について，材料試験を

行った。

1）床版防水工性能評価試験　　　　　4件

2）ショットクリート性能評価試験　　1件

3）コンクリート試験　　　　　　 73 件

4）骨材及び岩石試験　　　　　　　　3件

5）鉄筋試験　　　　　　　　　　　　6件

6）厚板の大型疲労試験　　　　　　　5件

試験研究施設について，12 件の施設貸与を行った。

民間等との共同研究 6件を実施した。

1）大深度地下分岐合流部の設計施工技術に関する研究

2）防水シートの品質向上に関する研究

3）鋼構造物の耐久性診断手法に関する調査研究

4）応急仮設橋に関する研究

5）トンネルの維持管理の研究

6）低濃度注入工法の研究

9．共同研究

8．施設貸与

7．材料試験

6．技術指導等

当研究所では，受託業務と連携して機械・トンネル・土

工・舗装・橋梁等の各分野の重要課題について，自主研究

として継続的な研究を実施し，データとノウハウの蓄積に

努めている。平成 19 年度に実施（継続）した課題は，以

下の 15 件である。

1）トンネル地山評価に関する研究

2）山岳トンネルの止水技術の研究と開発

3）トンネルの健全度調査と維持補修技術に関する研究

4）低騒音舗装の機能維持管理に関する研究

5）鋼床版の疲労損傷とその補修補強方法に関する研究

6）コンクリート構造物のはつり・断面修復技術に関す

る研究

7）建設工事が環境に及ぼす影響に係わる調査研究

8）建設機械施工の安全性向上に関する調査研究

9）建設機械の低燃費化促進に関する研究

10）塵埃分別に関する研究

11）IC 施工 3Dデータ活用研究

12）排ガス規制動向調査

13）橋面防水システムの研究

14）建設映像利用技術に関する研究

15）自動化施工に関する研究

機械化施工に関する新技術開発研究会（CMI 研究会）

建設技術の向上と建設事業の効率化を目的に，大学・企

業等関連機関と協力して，新機種・新工法・新材料等の技

術開発を実施しており，本年度は以下の 1部会を設けて実

施した。

1）建設機械施工の安全対策部会

10．自主研究
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